
 

 

      

平 成 ２ ５ 年 ３ 月 １ ４ 日 

国 土 交 通 省 

国土技術政策総合研究所 

 

 

津波の河川遡上に関する実験及び粘り強く効果を発揮する 

海岸堤防の構造に関する実験について（お知らせ） 

 

 

国総研河川研究部では、津波の河川遡上や、粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造に関

して、大型実験施設を活用しながら研究に取り組んでいます。 

この度、公開実験を以下のとおり行いますので、お知らせいたします。 

 

(1) 実験の日時 

 平成 25 年 3 月 18 日（月） 午後 2 時から午後 4 時 

 

(2) 集合場所 

 国土交通省国土技術政策総合研究所（茨城県つくば市旭 1 番地）内、研究本館 1 階会議室 
 

(3) 実験の概要（別紙参照） 

 ○津波の河川遡上に関する実験 

 ○粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造に関する実験 

 

(4) 実験の見学 

 実験の見学希望者は、見学を希望する旨と氏名及び連絡先の電話番号を記載した電子メー

ルを下記アドレスにお送り下さい。定員に達し次第、受付を締め切ります。また、安全管理上、

ご希望に添えない場合がございます。 

 メールの送付先：kaigan@nilim.go.jp 

 なお、実験施設は足場が悪く、防寒等の設備もありませんのでご了承下さい。 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 

（津波の河川遡上について） 河川研究室  服部 敦 

                      ℡ 029-864-4864、 FAX  029-864-1168 

（海岸堤防の構造について） 海岸研究室  諏訪 義雄 

 ℡ 029-864-3163、 FAX  029-864-1168 

資料配布の場所 

 筑波研究学園都市記者会 



別紙 

○津波の河川遡上に関する実験 

 

 

○粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造に関する実験 
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長さ 33m、幅 30m、深さ 0.5mの平面水槽

に縮尺 1/330で地形を再現 


